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図 - 1 . 4 . 1 　調査位置図
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（３）土質定数提案値

構成地層の土質定数値は、下記の表-5.1.1に示すとおりである。

なお、土質定数値の設定根拠は、(4)以降に示すとおりである。

表-5.1.1 構成地層の土質定数値

現
世 Bs

盛土
(粘性土)

3 18.0 18.0 0 2.1 －

第1
粘性土部

Ac1 有機質粘土 1 14.5 30.0 0 0.7 －

砂質土部 As シルト質細砂 8 16.5 0.0 34 5.6 －

第2
粘性土部

Ac2 粘土 2 15.0 50.0 0 1.4
T2試料、T3試料の圧密曲線

又は
表-5.1.10の平均圧密曲線

完
　
　
新
　
　
世

粘着力
Ｃ

 (kN/㎡)
記号 主要土質

設計
Ｎ値

単位体積重量
γt

 (kN/ｍ３)

沖
　
　
積
　
　
層

変形係数

Ｅ0

 (MN/㎡)

　備考：単位体積重量は、地下水位以下はγt'＝γt－9(kN/m
3
)とする。

　　　　変形係数(Ｅ０)を用いる場合の換算係数は、α=４(常時)、α=８(地震時)を適用(Ｅ=α×Ｅ０)する。

　　　　沖積層第2粘性土部(Ac2)の平均圧密曲線は、4章4-3項の図・表-4.3.4.2(P63)に示すとおりである。

地質
時代

地　層　名 設計圧密曲線
内部摩擦角

φ
（°）

盛土
新

生

代

・

第

四

紀
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